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研究成果の概要： 

（１） 北太平洋亜寒帯域で優占するカイアシ類は、植物プランクトンや微小動物プランクト

ンだけでなく沈降粒子も摂餌しており、春季ブルームの終焉や炭素輸送に影響を与え

ていることが示唆された。 

（２） 対象カイアシ類は餌の多い海域でも種間で成長期をずらしており、餌資源分割による

競争回避ではないことが分かった。 

（３） これらカイアシ類の成長は急激な体重増加によるものであるが、越冬する発育段階で

の体重増加は油球蓄積によるものであった。 

（４） 核酸やタンパク質を使った生化学的成長解析法では、成長過程にある状態と休眠状態

を識別できた。 

 

交付額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2006 年度 4,700,000 1,410,000 6,110,000 

2007 年度 4,900,000 1,470,000 6,370,000 

2008 年度 2,100,000 630,000 2,730,000 

年度  

  年度  

総 計 11,700,000 3,510,000 15,210,000 

 

研究分野：     複合新領域 

科研費の分科・細目：環境学・環境動態解析 

キーワード：    生物海洋・動物プランクトン・成長 

 
１．研究開始当初の背景 

北太平洋亜寒帯海域の動物プランク
トン群集においてカイアシ類は個体数
やバイオマスで優占しており、海洋生態
系の構造や機能に重要な役割を果たし
ている。多くの国際研究機関において、
これらカイアシ類を通じた海洋生態系
の生産力や栄養動態、炭素循環の解明が
試みられており、この数値化に影響を与
えるカイアシ類の成長過程は重要な課
題となっている。 

これまで、沿岸域カイアシ類について

は飼育や野外標本採取が容易なため、多
くの情報が蓄積されてきた。しかし、海
洋の大部分を占める外洋域においては、
カイアシ類の成長過程を検証した研究
は世界的に極めて少ない。また、北太平
洋亜寒帯域で優占するカイアシ類は、短
期間で急激な成長を遂げた後、長期間全
く成長しないという生活史を示すため、
従来の手法では成長過程の解析が特に
困難であった。 
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２．研究の目的 
本研究では、世界的にも珍しい外洋域
での高頻度連続観測の機会を国際プロ
ジェクトで確保し、北太平洋亜寒帯域で
優占するカイアシ類数種について、時系
列標本解析や飼育実験に基づき、 

（１）体重増加過程の把握 
（２）成長期の個体群動態の解析 
（３）成長期の摂餌生態の解明 
（４）成長を支配する要因の検討 
（５）成長解析法の評価 

を行い、外洋域におけるこれらカイアシ
類の成長過程を明らかにすることを目
的とした。 

 
３．研究の方法 
（１） 体重増加過程の把握 

天然あるいは飼育された対象カイア
シ類の生鮮個体を採取し、発育段階別に
分別した個体について体重を測定した
り元素分析を行い、各発育段階や脱皮に
至るまでの個体レベルでの体重増加過
程を解析した。 

（２） 成長期の個体群動態の解析 
餌が少ない海域（西部亜寒帯循環域）

と多い海域（親潮域）において、対象と
するカイアシ類が最もよく成長する時
期に採取した標本から発育段階組成の
推移を解析し、個体群動態の違いを比べ
た。 

（３）成長期の摂餌生態の解明 
 対象カイアシ類数種の腸内色素を分
析したり摂餌実験を行い、餌の種類、摂
餌速度、餌環境へのレスポンスなどを解
析して、大きな成長を支えるための摂餌
生態を解析した。 

（４） 成長を支配する要因の探索 
 野外標本解析や飼育により、成長を支
配している環境要因について解析した。 

（５） 成長解析法の検討 
 これまで利用されてきた天然コホー
ト法、人工コホート法、脱皮率法により
成長解析を行い、これら手法の利点と問
題点を整理した。さらに、より簡便とさ
れている生化学的手法を対象とするカ
イアシ類に試し、利用可能かどうかを検
討した。 

 
４．研究成果 
（１） 体重増加過程 

北太平洋亜寒帯域で優占するカイア
シ類では、亜成体までは発育段階ごとに
指数関数的に体重が増加し、越冬や休眠
のために潜行する発育段階では、体内に
蓄積する油球サイズが大きくなるため、
炭素含有比が高くなることが分かった。
また、脱皮から脱皮までの間でも指数関

数的に体重が増加しているが、体重が重
い個体のみが脱皮していることから、あ
る閾値を超えないと脱皮サイクルが進
まないことが示唆された。 

（２）成長期の個体群動態 
北太平洋亜寒帯域で優占するカイア

シ類4種が表層で最もよく成長する時期
は、餌が少ない海域（西部亜寒帯循環域）
では 6 月～8 月であったが、餌が多い海
域（親潮域）では４月～6 月であり、親
潮域の成長期は西部亜寒帯循環域より
も約 2 ヵ月早いことが分かった。また、
種による成長期のずれは餌が少ない海
域でも多い海域でも同じパターンを示
した。これまで、この成長期のずれは少
ない餌を分割して競争を避け、効率的な
成長を成し遂げるための戦略とされて
きたが、他の理由があることが示唆され
た。 

（３）成長期の摂餌生態 
 対象カイアシ類の腸内色素は植物プ
ランクトン濃度の経日変化と一致する
ことから、摂餌が餌環境に速やかに応答
することが分かった。これらカイアシ類
は珪藻や渦鞭毛藻などの植物プランク
トンだけでなく、繊毛虫などの微小動物
プランクトンも餌としていた。また、こ
れらカイアシ類の成長を支えるために
は、かなり大きな鎖状珪藻、ノープリウ
ス幼生、糞粒なども餌としていることが
示唆された。また、これらカイアシ類が
微小動物プランクトンを捕食すること
によりピコプランクトンが増加する効
果（トロフィック・カスケード効果）が
あることも分かった。 

（４） 成長を支配する要因 
 飼育から求められた脱皮時間は、水温
や植物プランクトン濃度と弱い相関を
示した。野外個体群では、水塊移流に伴
って成長過程の異なる群が常に混ざり
合うため、支配要因を解明できなかった。 

（５） 成長解析法 
対象カイアシ類は脱皮時間が長いこ

と、同じ個体群を追跡するのが困難な外
洋域に多いことから、天然コホート法、
人工コホート法、脱皮率法は成長解析法
として不向きであることが示された。核
酸やタンパク質を使った解析法では、栄
養状態や休眠を判別することができ、新
たな成長解析法として利用できる可能
性があることが示された。 
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による親潮生態系の動態解明（2008 年 8
月）．東京大学海洋研究所． 

 
○啓蒙活動（計 2 件） 
1. 南日本新聞 2008 年 5 月 23 日 
2. 南日本新聞 2008 年 6 月 18 日 
3. 国分高校通信第 8号 
4. 国分高校通信第 37 号 
 
○教育環境整備（計 1 件） 
1. 小針統 (2007) 

聴覚障害を持つ学生に対する乗船実習
の教育環境-現状における問題点とその
改善-. 鹿児島大学水産学部紀要, 56, 
99-102. 
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